
JElZZX ロールコール 毎週土曜日午後 9時 145 401ヽ 4Hz FM

甲府盆地無線倶楽部  (KBC)
第23号 平成 8年 5月 15回
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まわりの山も緑を濃厚に,気候も暑さを感じる季節となりました。甲府盆地無線倶楽部の
会長がために,下手な文章を書かねばならないはめととなりました。ァマチュア無線を開局
してから22年を迎えて趣味とはいえ,ょ くぞこの長い年月を「長いと思わず過ごしたな一」
と今更ながら実感しています。振り返ってみると, これも甲府盆地無線倶楽部に所属してい
たからこそ,皆様と一緒にハムを楽しみ,倶楽部の諸行事に参加し,またJARLの関連諸
行事に参加しと,ある意味では自分の仕事以上に情熱を傾けて行事の完遂につとめたことが
長い年月を短く感じさせたものと考えられます。

しかし,この長い年月が為に倶楽部の性格もずいぶんと変わってきました。昔は自家用車
でリンゴ狩り,潮千狩りになんてしゃれ込んでモービルハムを満喫したものです。また. J
CC, JCCで県内くまなく廻ってキャンプを張つてサービスをしたものですが,昨今では
温泉付きの宿に泊まってサービスをしようかとかあまり遠くでは時間の関係で無理だとか,
云々で楽をして,かつ楽しめて. かつサービスをして (なぜかサービスが最後)と .楽 が々
前提となってきました。でもこれが,倶楽部としての平均的な考えであり,我々の体力から
して誠,具合がいいのです。

倶楽部が発足してから20年を迎え,
としています。今や,甲府盆地無線倶楽部は,県内の数あるJARL登録倶楽部でも最占参
の倶楽部であり, JARL」 1梨の組織の中でも支部長を始め,丹沢OM,塚原OM,を支部
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ロールコールも来年 1月には 1000同を迎えよう
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3月

4月

6月

7月

8月

9月

10月

第 1回グランドミーティング  会費納入
信玄公祭.己含運用 (健康の森)

第 2回グランドミーティング

ARDF関東大会協力参加
ハムフェスヘの協力

第3回グランドミーティング

第 4同グランドミーティング  JCC・ JCCサービス
JARLミ ニ運動会
県民の日記念運用協力

非常無線コンテス トヘの参加

行く年来る年

KBC総会 KBCロ ールコール1000回記念行事
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12月

1月
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役員◆

会長  JGiSYM

会計   JElEBI

監査‐  JAIBDE

● 企画部

部長  J01J10

0 広報・QSL部
JFIKRV

◆ 技術部
JAlBDE

平 成 8年 度
役 員 各 部 Fり ま堕 主雪一 :景菖

(山田)

(山本)

(丹沢)

(樋口)

副会振

事務局

JKlPMB(望 月)
JllVEP(松 本)
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副部長  JGlCVW(堀 日)

開始で行われました。

7, 144. 430MHzの

各バンドで約 150局にサービ

スする事が出来,成功裏に終了

することができました。

また,今回より新QSLカー

ドを使用,各局に好評でした。

この運用には,峡南ハムクラ

ブ及び丹沢電機さんの多大な御

協力をいただきました。感謝中

し上げます。
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JII】ユZEZZEZ]星【KBC恒例の信玄公祭記譴
用が、 4月 7日 午前 10時運用
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(平成 8年 5月 15日現在 会員 17名 )

□JAlBDE(丹 沢 修治)
□JGlSYM(山 田 修―)
口J1lVEP(松 本 修理)
□JElEBI(山 本 英次)
□JKIPMB(望 月 藤雄)
□ JFlKRV.(,:家原 泉 )
□JMlIAX(中 沢 孝雄)
□JNlFNE(秋 山アキラ)
□JOIJ10(樋 日 明雄)
□J01KLC(安 達 光富)
□JPlMRU(加 賀美 宝 )
匡IJQ lNXD(北村  誠 )
1]JGlCVW(堀 口松―一郎)ヽ
□JElWCB(内 藤 睦雄)
□JOIMPW(竹 井 一雄)
□JQlNWY(山 森 尭 )
□JQlJXX(尾 藤 章雄)

●KBCニ ュース創刊号を見ると,「創刊号に寄せて」という記事を当時の会長JAIVH
D局 (町田OM)が書いており、主な記事では「現在KBC会員数25名」とか「リンゴ狩
りへの招待」といった記事が見える。いずれも当時からの会員の各局には懐かしい記事であ

ろう。0この創刊号が昭和 54年に発行されて以来,「KBCニュース」も今回で23号の
発行となった。来年 1月には, ロールコール1000回 も迎えるという。よくここまで来た
ものだと編集子も思う。0会長の巻頭言にもあるように,KBC発足当時とは会員の構成,
年齢.考え方も変化し,それにより活動内容や行事などもずいぶんちがって来ている。しか
し,アマチュアユ:誅良に寄せる熱い想いは不変であると思う。◆倶楽部の益々の発展を心から
期待したい。                 (広 報担当・ JF｀ lKRV)
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